
 

 

 

 

 

 

 

私たち「特定非営利活動法人ホームレス支援全国ネットワーク」は、2011年度から生活

困窮者支援の人材育成プログラムとして『伴走型支援士認定講座』を全国各地で実施して

います。これまで実施した講座では、生活支援団体のボランティア、福祉施設、社会福祉

協議会、自治体など、様々な分野の方々が参加され、2016 年度までに 591 名の方が「伴

走型支援士」の資格を取得されました。 

 

生活困窮者の方が抱える問題は様々で、同じ事例は一つもありません。私たちは、制度

に人を合わせるのではなく、その方にとって何が最善かを考え、それぞれの状況に合った

支援を大切にしてきました。また同時に、当事者に寄り添いながら、人とのつながりを回

復させる「人との伴走」に着目した支援を行ってきました。 

このような支援の経験が、より多くの方の支援活動の一助になることを願い、いくつの

もの事例を積み重ね、継続的・総合的な支援として体系化したものが「伴走型支援」です。 

 

今回の講座は、上級者を対象とした１級講座と、居住支援を大きなテーマとして構成し

た２級講座の二本立てとなっています。 

１級講座では、まず、伴走型支援の理念、生活困窮者問題に対する最新の知見・制度等

についてご紹介いたします。そして、事例検討では、現場で役立てていただけるように、

実際のケースに即した実践的な課題を用意しております。 

２級講座では、「居住支援」をテーマに取り上げました。「居住支援」は、住宅セーフテ

ィネット法の改正により近年注目を浴びている分野です。しかし、制度が出来上がって日

が浅く、現場では手探りの状態が続いています。そのため、重要であるはずの人材育成も、

十分な実績が見られていません。むしろ、現場からは「人材育成講座があったら紹介して

ほしい」との声が多くに聞かれました。 

そのような状況を受け、私たちは「居住支援における人材育成講座」に取り組むことと

なりました。前例のないゼロからの出発でしたが、講師の方々のご厚意により、従来の枠

組みを超えて、居住支援に関わる各分野を総合的に学べる充実した科目構成となりました。 

 居住支援の講座は、生活支援団体のスタッフだけでなく、不動産会社・家賃保証会社な

ど、「居住」に関わるあらゆる分野の方々がご参加いただけます。 

 

 今回の講座が、皆様にとって有意義な講座となることを願いつつ、皆様からのご応募を

お待ちしております。 

 

NPO法人ホームレス支援全国ネットワーク 

   理事長 奥田知志 

第 4回伴走型支援士 1級認定講座 

第 14回伴走型支援士 2級認定講座（居住支援） 

受講案内 



 

 実 施 要 項 

 
 
 
【１級講座】 

   2018 年 2 月 2 日（金）13 時 00 分 
～2018 年 2 月 3 日（土）18 時 10 分（2 日間） 

 
【２級講座（居住支援）】 

   2018 年 2 月 2 日（金）13 時 00 分 
         ～2018 年 2 月 4 日（日）18 時 00 分（3 日間） 
 

 ※両講座とも、全科目を受講してください。全科目を受講されることが資格認定の要件になります。 

 
 
 
 
 
中央大学駿河台記念館（東京都千代田区神田駿河台 3-11-5） 

 
 
 
 
 
  【１級講座】 および 【２級講座（居住支援）】 
 
 

 

 

【１級講座】 ３０名 （最少実施人数 10 名） 

  
【２級講座（居住支援）】 ５０名 
 
※定員になり次第、受付を締め切ります。お早めにお申し込みください。 

 

  【１級講座、２級講座（居住支援）ともに】 

    １５，０００円 

 

 

 

2017 年 12 月 12 日（火）～2018 年 1 月 29 日（月）必着 

 

 

◆ 認定費用 

○ 別途必要となる費用  

◍ 交通費・宿泊費・昼食代（各自で手配をお願いいたします。） 

◍ 懇親会費：5,000円（参加希望の方は受講申込書にご記入ください。） 

◆ 定  員 

◆ 申込受付期間 

◆ 場  所 

◆ 日  時 

◆ 開講講座 



 

 
 
 【１級講座】伴走型支援士２級資格を保持していること 

 

 【２級講座（居住支援）】 

伴走型支援士を志す方であれば、どなたでも受講できます。 

（ボランティア経験、支援経験の有無、所属団体等は問いません。既に伴走型支援士資格をお持

ちの方も受講することができます。） 

 

 

資格認定は、特定非営利活動法人ホームレス支援全国ネットワーク内に設置される 

「伴走型支援士資格認定委員会」が行います。 

講座終了後に提出していただくレポートを元に、可否の判定を行います。 

 

 
５年間  

（５年の有効期限内に、更新講座の受講か認定の手続を経ることにより、更新することができます。） 

 

 
 
 

申込書記載の住所に郵送いたします。 
 
 

 

 

① 受講を希望される方は、2018 年 1 月 29 日（月）（必着）までに、別紙「受講申込書」

に必要事項をご記入のうえ、証明写真 2 枚を同封し（内１枚は申込書に貼付）、下記の申込書送付

先までご郵送ください。 

② 電話・FAX・E メールによる申込はできませんのでご注意ください。 

③ 受講申込書の受付後、申込書記載の住所あてに受講決定通知書を郵送します。 

④ 受講決定通知書とともに送付する振込用紙により、費用の振込をお願いいたします。 

⑤ 受講前のキャンセルされる場合は、費用を返金いたします。その際は、振込手数料差引後の金額

で返金とさせていただきますので、ご了承ください。 

 

1 

申 込   
⇒ 

２ 
受講決定 

通知発送 
⇒ 

３ 

費用振込 
⇒ 

４ 

受 講 

◆ 申込書送付先・お問い合わせ先 

特定非営利活動法人  

ホームレス支援全国ネットワーク事務局 

〒805-0015 福岡県北九州市八幡東区荒生田 2-1-32 

TEL/FAX ： 093-651-7557   

E-mail ： postmaster@homeless-net.org 

◆ 受講の手続き 

◆ 資格の認定 

◆ 受講者の決定と結果通知 

◆ 資格の有効期限 

◆ 受講資格 



 

 第 4回伴走型支援士１級認定講座 スケジュール 

 

2月 2日（金） 中央大学駿河台記念館 670号室 

12:30-13:00 受付  

13:00-13:05 

（5分） 
主催者挨拶 ホームレス支援全国ネットワーク 

13:05-13:15 

（10分） 
オリエンテーション ホームレス支援全国ネットワーク事務局 

13:20-14:50 

（90分） 
(1)今日における生活困窮者問題について 稲月 正（北九州市立大学教授） 

15:00-16:30 

（90分） 
(2)居住支援とは何か～実践と政策 高橋 紘士（一般財団法人高齢者住宅財団特別顧問） 

16:40-18:00 

（80分） 
(3)記念講演 手塚 貴晴（手塚建築研究所） 

18:30-20:30 懇親会  

 

 

 

2月 3日（土） 中央大学駿河台記念館 430号室／420号室 

9:00-10:10 

（70分） 
(4)伴走型支援論Ⅰ 

奥田 知志（ＮＰＯ法人ホームレス支援全国ネットワーク

理事長） 

10:20-11:30 

（70分） 
(5)伴走型支援論Ⅱ 

奥田 知志（ＮＰＯ法人ホームレス支援全国ネットワーク

理事長） 

11:30-12:30 

（60分） 
昼休み  

12:30-13:50 

（80分） 
(6)居住支援に関する法と制度 

本後 健（厚生労働省社会・援護局地域福祉課生活困窮者

自立支援室長） 

 420号室へ移動  

14:00-14:40 

（40分） 
(7)事例検討オリエンテーション 森松 長生（ＮＰＯ法人抱樸専務理事） 

14:50-17:40 

（170分） 

 

(8)事例検討 

 

副田 一朗（ＮＰＯ生活困窮・ホームレス自立支援ガンバ

の会理事長） 

17:40-18:10 

（30分） 
閉会/事務局からの案内/アンケート記入  

 

 



 

 第 14 回伴走型支援士 2 級認定講座（居住支援） スケジュール 
 

2 月 2 日（金） 中央大学駿河台記念館 670号室 

12:30-13:00 受付  

13:00-13:05 

（5分） 
主催者挨拶 ホームレス支援全国ネットワーク 

13:05-13:15 

（10分） 
オリエンテーション ホームレス支援全国ネットワーク事務局 

13:20-14:50 

（90分） 
(1)今日における生活困窮者問題について 稲月 正（北九州市立大学教授） 

15:00-16:30 

（90分） 
(2)居住支援とは何か〜実践と政策 高橋 紘士（一般財団法人高齢者住宅財団特別顧問） 

16:40-18:00 

（80分） 
(3)記念講演「軒を貸して母屋に入れる」 手塚 貴晴（手塚建築研究所） 

18:30-20:30 懇親会  

 

2 月 3 日（土） 中央大学駿河台記念館 430号室 

9:00-10:10 

（70分） 
(4)伴走型支援論Ⅰ 

奥田 知志（ＮＰＯ法人ホームレス支援全国ネットワーク

理事長） 

10:20-11:30 

（70分） 
(5)伴走型支援論Ⅱ 

奥田 知志（ＮＰＯ法人ホームレス支援全国ネットワーク

理事長） 

11:30-12:30 

（60分） 
昼休み  

12:30-13:50 

（80分） 
(6)居住支援に関する法と制度 

本後 健（厚生労働省社会・援護局地域福祉課生活困窮者

自立支援室長） 

14:00-15:20 

（80分） 

(7)生活困窮者および住宅確保要配慮者に対す

る居住支援の課題 
豊田 茂（㈱リクルート住まいカンパニー経営統括室） 

15:30-16:50 

（80分） 
(8)空き家活用と地域づくり 園田眞理子（明治大学教授） 

17:00-18:20 

（80分） 
(9)社会的不動産業による居住支援の最前線 

水内 俊雄（大阪市立大学教授） 

垣田 裕介（大分大学准教授） 

 

2 月 4 日（日） 中央大学駿河台記念館 670号室 

9:00-10:20 

（80分） 
(10)高齢者に対する居住支援 落合 明美（一般財団法人高齢者住宅財団調査研究部長） 

10:30-11:50 

（80分） 
(11)障がいのある人への居住支援 友野 剛行（株式会社あんど代表取締役） 

11:50-12:40 

（50分） 
 昼休み  

12:40-14:00 

（80分） 
(12)母子世帯に対する居住支援 葛西 リサ（立教大学所属特別研究員） 

14:10-15:10 

（60分） 

(13)居住支援に関する先進事例紹介 

   (株)オリコフォレントインシュア 

   福岡市社会福祉協議会 

(株)オリコフォレントインシュア 

栗田 将行（福岡市社会福祉協議会地域福祉課係長） 

15:20-15:50 

（30分） 
(14)事例検討オリエンテーション 森松 長生（ＮＰＯ法人抱樸専務理事） 

15:50-17:30 

（100分） 

 

(15)事例検討 

 

森松 長生（ＮＰＯ法人抱樸専務理事） 

17:30-18:00 

（30分） 
閉会/事務局からの案内/アンケート記入  

 



 

 

 

講演テーマ 

「軒を貸して母屋に入れる」 

建築家 手塚 貴晴 氏 

「軒を貸して母屋を取られる」という諺があります。これを文字通り捉えると、油断する

と財産を取られてしまうという解釈になります。しかしこの諺が意味を成す日本社会には、

「軒を貸して母屋に入れる」という文化があったということを示しているのです。いつの日

からか日本の建築や街からは軒がなくなってしまいました。今回のレクチャーでは、日本の

軒が本来持っていた包容力について語りたいと思います。 

 

日 時 ２０１８年２月２日（金） 16 時 40 分～18 時 00 分（80 分間） 
 
会 場 中央大学駿河台記念館 670 号室（東京都千代田区神田駿河台 3-11-5） 

 

 

手塚 貴晴（てづか たかはる） 
 
建築家／手塚建築研究所代表／東京都市大学教授 

 

1964年生まれ。1987年武蔵工業大学卒業。1990年ペンシルバニア大学大学

院修了後、リチャード・ロジャース・パートナーシップ・ロンドン勤務を経

て、1994年、手塚建築企画を手塚由比と共同設立（1997年 手塚建築研究所

に改称）。2009年より東京都市大学教授 

 

受賞歴に、日本建築学会賞（作品）（2008 年 ふじようちえん）、日本建築家

協会賞（2008年 ふじようちえん）、グッドデザイン金賞（1997年 副島病院）

（2013 年 あさひ幼稚園）、OECD/CELE 学校施設好事例集 第 4 版 最優秀

賞（2011年 ふじようちえん）、日本建築家協会優秀建築賞（2015年 空の森

クリニック）、Global Award for Sustainable Architecture 2017、Moriyama 

RAIC International Prize 2017など 

 

著書に、『手塚貴晴+手塚由比 建築カタログ』1-3 TOTO出版、 

手塚貴晴＋手塚由比『きもちのいい家』清流出版、2005年、 

手塚貴晴、手塚由比『やねのいえ (くうねるところにすむところ―家を伝え

る本シリーズ)』平凡社、2014年、。 

"Tezuka Architects: The Yellow Book" Thomas Sherman / Greg Logan 

(eds.)(JOVIS)など 

伴走型支援士講座（東京） 
記 念 講 演 

記念講演は、伴走型支援士講座の科目として行われますが、受講者以外の一

般の方も聴講することができます。（無料） 



証明写真２枚（4.0cm×3.0cm）をご用意いただき、１枚はこの申込書の右上の欄に貼り付け、 

もう１枚は貼り付けないままで、封筒に同封してください。（認定カード用の証明写真に使用します。） 

 

 

 

伴走型支援士講座（東京）（１級講座・２級講座） 受講申込書 
 

受講 

講座 

今回、受講される講座にチェックしてください。 

証

証 明 写 真 

 

（4.0×3.0cm） 
※写真の裏面に氏
名をご記入下さい 

□ １級講座           □２級講座（居住支援） 

（対象：２級資格保持者）     （１,２級資格保持者を含めて、どなたでも受講できます。）   

ふりがな  性 別 男  ・  女  

氏 名  年 齢 歳 

生年月日 西暦       年     月     日生     
伴走型支援士

資格の有無 

伴走型支援士資格をすでにお持ちですか。 

□はい    □いいえ 

住 所 

〒 

都 ・ 道  

府 ・ 県 

 

固定電話  ＦＡＸ  

携帯電話  Ｅメール 
（業務用） 

（個人用） 

懇親会 

【2月2日】 
□参加する     □参加しない    【会費（5,000円）は当日徴収いたします。】 

勤務先 

 

所属先  

会 社 名 

（団 体 名） 
 

部 署 名  
所 属 

年 数 
年  

現在の勤務

（活動）内容を

記載してくだ

さい。 

 

受講に当たって連絡事項などがあれば、記入してください。 

 

 

 

受講されている様子を撮影した写真を、広報活動等の目的でホームページなどに掲載することについて、ご承諾いただけますか。   
（「承諾しません」にチェックされた方は、表情が判別できるなどのような個人が特定される状態で写真が掲載されることはありません。） 

□承諾します                  □承諾しません 

 

この申込書に記入いただいた個人情報は、講座を実施する上での本人確認、連絡、受講者データベースの作成、郵送物の発送、講座の広報の目的で使用します。 

申込期限 ： 2018 年 1 月 29 日（月） 必着 

【受講申込書送付先】 

ＮＰＯ法人ホームレス支援全国ネットワーク事務局 

〒805-0015 福岡県北九州市八幡東区荒生田 2-1-32 



会場へのアクセス  

中央大学駿河台記念館（東京都千代田区神田駿河台 3-11-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＪＲ中央・総武線   御茶ノ水駅下車  徒歩約 3分 

・東京メトロ丸ノ内線  御茶ノ水駅下車  徒歩約 6分  

・東京メトロ千代田線  新御茶ノ水駅下車（B1出口）  徒歩約 3分  

・都営地下鉄新宿線   小川町駅下車（B5出口）  徒歩約 5分 


